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子
育
て

支
援
施
設

催
し
の

ご
案
内

&

短 

歌

《
麦
の
芽
短
歌
会
　
互
選
》

俳 

句

《
大
石
ひ
ろ
女
　
選
》

川 

柳

《
多
久
市
川
柳
会
　
互
選
》

麦
の
芽
の 

縞し
ま

を
織
り
成
す 

佐
賀
平
野

倉
成
　
晧
二

室む
ろ

の
花 

匂
ひ
出
で
た
る 

婚こ
ん

の
席

武
富
　
律
子

熱あ
つ

燗か
ん

や 

早
や
一
病
の 

癒い

ゆ
思
ひ

中
嶋
　
清
子

冬
銀
河 

空
い
ち
め
ん
の 

色
図
鑑

富
樫
　
明
美

裸
は
だ
か

木ぎ

の 

森
を
自
在
に 

風
の
神

お
お
や
は
な

23９

◆
多
久
市
児
童
セ
ン
タ
ー
◆

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

　
旧
北
部
小
学
校
跡
施
設
を
利
活
用
し
て
改
修
を
行
い
、
新

た
に
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

「
児
童
セ
ン
タ
ー
」
で
は

　
⃝
児
童
館

　
⃝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
⃝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

　
⃝
利
用
者
支
援
事
業

　
⃝
発
達
障
害
児
等
療
育
事
業

　
⃝
佐
賀
県
西
部
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
事
業
）

等
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
児
童
遊
園
も
備
え
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子

ど
も
と
小
学
生
も
安
心
、
安
全
に
楽
し
め
ま
す
。
利
用
対
象

者
は
０
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
児
童
お
よ
び
そ
の
保
護
者
で
す
。

開
館
時
間
：
９
時
か
ら
１８
時
ま
で
（
小
学
生
は
１７
時
ま
で
）

休
館
日
：�

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
　
１２
月
２９
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

　
＊
市
報
４
月
号
で
く
わ
し
い
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課 

こ
ど
も
係　
☎
７５

−
６
１
１
８

◆
子
育
て
ク
ラ
ブ
「
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」

　
日
時　
毎
週
木
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
１０
時
～
１2
時

　
場
所　
杉
の
子
保
育
園
内

◆
わ
く
わ
く
広
場

　
日
時　
月
～
土
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
９
時
～
１７
時

◆
子
育
て
相
談
（
電
話
相
談
可
）

　
日
時　
月
～
土
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
９
時
～
１７
時

　
＊
杉
の
子
保
育
園
内
で
の
実
施
は
３
月
３１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

子
育

支
て

セ
ン

ー
タ

援

☎
７５

－

５
７
８
０

（
杉
の
子
保
育
園
内
）

市交際費の支出状況
▶平成2９年度 １月分

■問い合わせ  総務課 秘書係 ☎75−2115

◎詳細は市のホームページに掲載しています。

支出種別 区分 件数 金額（円）

弔　慰 今月分
累　計

0
34

0
157,100

見舞い 今月分
累　計

0
4

0
40,000

御　祝 今月分
累　計

1
47

2,000
236,600

賛　助 今月分
累　計

0
2

0
9,000

激励金 今月分
累　計

0
0

0
0

接　遇 今月分
累　計

1
16

1,120
121,318

会　費 今月分
累　計

19
56

54,000
234,440

その他 今月分
累　計

0
0

0
0

合　計 今月分
累　計

21
159

57,120
798,458

春
を
愛
で 

春
を
食
す
る 

ふ
き
の
と
う

猪
ノ
口
昭
子

急
い
で
は 

駄
目
で
す
こ
こ
で 

深
呼
吸

大
谷
　
　
和

事
故
現
場 

急
い
で
た
で
は 

許
さ
れ
ぬ

田
代
ま
つ
こ

化
粧
室 

造
る
下
地
の 

長
時
間

井
上
　
東
子

ト
ラ
ン
プ
氏 

世
界
を
素
手
で 

掻か

き
ま
ぜ
る

松
下
　
　
修

う
す
緑 

羽
根
美
し
き 

ウ
グ
イ
ス
の

わ
が
庭
先
に 

つ
か
の
間
憩い

こ

う

田
渕
　
ミ
チ
子

壮
大
な 

計
画
な
ん
て 

あ
り
得
な
い

私
が
わ
た
し
を 

生
き
る
の
だ
か
ら

野
﨑
　
隆
幸

烏え

帽ぼ

子し

岩い
わ 

浮
か
べ
て
穏お

だ

し 

春
の
海

箱
根
駅
伝 

戦
い
荒
れ
る

浦
野
　
嘉
恵

切
れ
味
の 

悪
き
答
弁 

聞
き
つ
つ
に

わ
が
一
票
の 

責
任
思
ふ

本
村
　
則
子

縄
と
び
に 

夢
中
に
な
り
し 

曾ひ
い

孫ま
ご

は

畳
た
た
み

の
部
屋
も 

平
気
の
平
左

福
島
那
智
子

　

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
が
、
平
成
28
年
12
月
16
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。「
部
落
差
別
」
の
名

称
が
付
く
初
の
法
律
で
す
。
第
一
条
に

は
、
「
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在

す
る
」
と
し
、
「
部
落
差
別
は
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
」と
の
認
識
の
下
に
、

「
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
部
落
」
と
は
、本
来
は
人
が
集
ま
っ

て
住
む
集
落
の
こ
と
で
す
。
部
落
差
別

と
は
、
特
定
の
「
集
落
」
お
よ
び
「
そ

の
集
落
に
住
む
人
」
を
忌
避
し
た
り
排

除
し
た
り
す
る
差
別
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
差
別
意
識
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
、
社
会
の
意
識
と
し
て
形

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
部
落
差
別

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
同

和
問
題
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
和
問
題
の
解
消
を
目

指
し
て
、
国
策
と
し
て
同
和
対
策
事
業

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
差
別
は
解
消

さ
れ
ず
、
現
在
も
な
お
根
深
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
身
元
調
査
や

土
地
差
別
調
査
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
同
和
地
区
の
所
在
地
等
の
流
布
や
差

別
書
き
込
み
な
ど
、
同
和
問
題
は
、
解

消
す
る
ど
こ
ろ
か
よ
り
悪
質
に
、
よ
り

広
範
に
、
そ
し
て
よ
り
陰
湿
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
の
中
で
、悩
み
、

痛
み
、
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。

　

人
に
は
等
し
く
幸
せ
に
な
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
同
和
問
題
を

他
人
事
に
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し
い

理
解
や
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
共

有
し
、
積
極
的
に
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　�

社
会
教
育
指
導
員
　
野
中
久
美
子

「
部
落
差
別
解
消

推
進
法
」に
思
う


